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序　　　文

　本学では、常三島キャンパスと総合グラウンドの地下に所在する遺跡を独自に、常三島
遺跡と呼んでいます。今日、私たちが遺跡とみなしている、この場所は、近世の絵図や古
文書によれば、徳島城下町を形成する六つの島のうち、主として中・下級武士が居住した
「常三島」にあたることが分かります。こうした認識に立って、常三島遺跡の発掘調査は、
本調査室が設置されてすぐの1992年に始まり、これまで21次にわたって実施されてきまし
た。その結果、近世常三島の武家屋敷の実態が徐々に明らかとなりつつあります。
　さて、本書は、2013年に実施した常三島遺跡第19・20次調査（地域連携プラザ地点・フ
ロンティア研究センター地点）の発掘調査報告書です。地域連携プラザ地点では、東西方
向に走る屋敷境の溝が発見されました。こうした溝は、これまでの調査でもたびたび見つ
かっており、研究者のあいだで活発な議論を巻き起こしてきました。現在は、屋敷境溝が
掘削された理由を、治水対策に求める説が有力です。フロンティア研究センター地点では、
池状遺構の中から、生活用水を利用するための階段・足場とみられる石組み遺構が検出さ
れました。こうした性格の遺構が発見されたのは、常三島遺跡では初めてです。いずれの
発見も、常三島に住んだ武士たちの生活や知恵を鮮やかに復元する資料として、注目され
ます。
　常三島遺跡の報告書は本書で 3冊目となりますが、 2冊目を刊行してから、すでに10年
以上が経過してしまいました。そういうこともあって、本書には先に述べた 2地点の調査
報告だけでなく、これまでの調査成果の総括的な内容を盛り込んだつもりです。CADソフ
トウェアを使用して、遺構の変遷図を作成したのも、そうした試みのひとつです。新たな
方法や技術を積極的に導入することで、報告書作成作業の合理化や効率化を図っていくこ
とも、今後の調査室に求められていると考えます。
　最後とはなりましたが、発掘調査、整理作業、そして本書の刊行にあたって、ご協力・
ご助言を賜った学内外の関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。今後、本書と報告資料が、
徳島城下町跡の調査研究、近世考古学・近世史研究、さらには徳島という地域社会での文
化財の保存・活用の一助となることを祈願します。

　平成29年 3 月31日
徳島大学埋蔵文化財調査室長

端　野　晋　平



例　　　言

1 �．本書は、国立大学法人徳島大学埋蔵文化財調査室が2013年度に実施した、本学常三島
キャンパスにおける地域連携プラザ新営、フロンティア研究センター新営に伴う埋蔵文
化財発掘調査報告書である。
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影は、植地岳彦氏（当時・徳島県埋蔵文化財センター、現・徳島県立博物館）にお願い
した。
4 �．本書の執筆分担は、目次と本文中に示した通りである。木製品の樹種同定は、中原計
氏（鳥取大学）に依頼し、玉稿を賜った。記して感謝申し上げる。
5 �．本書の編集は、端野が行った。
6 �．本書で使用した座標の値は、世界測地系による平面直角座標系（第Ⅳ系）に準拠した。
方位は座標北、レベルは海抜標高である。
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10�．発掘調査・整理作業にあたっては以下の方々にご指導・ご教示を賜った。記して感謝
の意を表したい。
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